
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                                 

 

 

 

 

 

基
本
目
標 

１ 強みを生かした優れたプロジェクトの推進と情報発信 

２ 広域連携の推進による活力ある社会経済の維持 

３ 市民協働による，まち・ひと・しごとの創生 

４ ＰＤＣＡのマネジメントサイクルによる進行管理 

基本目標と基本姿勢 

１ 切れ目のない結婚・出産・子育て支援 

２ 若者・女性がやりがいと魅力を感じられるしごとの創出 

３ 東北の中核都市としての魅力・求心力の向上 

基
本
姿
勢 

位置付け ８つの戦略 

盛岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略 概要版 

基本目標 01 切れ目のない結婚・出産・子育て支援   

出生数〔人〕 2,476→2,476 

婚姻件数〔件〕 1,527 →1,527 

基本目標 02 若者・女性がやりがいと魅力を感じられるしごとの創出   

就職を希望する高校３年生のうち県内就職を希望する者の割合〔％〕 66.3 → 70.0 

大学卒業生の地元就職率〔％〕 45 → 55     雇用保険適用事業所数〔社〕8,356 → 8,700 

基本目標 03 東北の中核都市としての魅力・求心力の向上   

20 歳から 39 歳までの人口移動数〔人〕 △107 → 0 

観光客入込数〔万人回〕 497 → 500 

基本目標 
① 地方における安定した雇用を創出する 

② 地方への新しいひとの流れをつくる 

③ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかな
える 

④ 時代に合った地域をつくり、安全なくらしを
守るとともに、地域と地域を連携する 

国・総合戦略 

2015-2019 

基本目標 

① やりがいと生活を支える所得が得られる仕事を創

出し、岩手への新たな人の流れの創出を目指す 

② 社会全体で子育てを支援し、出生率の向上をめざす 

③ 医療・福祉や教育などふるさとを支える基盤の強化

を進め、地域の魅力向上をめざす 

岩手県・総合戦略 

2015-2019 

勘案 勘案 

勘案 

人口対策として，今後５か年の間に
特に重点的に取り組む必要がある
ものを政策パッケージ化 

連携 

基本方針 

共につくる「子どもと子育てにやさしいまち盛岡」 

本市の人口減少が進む要因は，社会動態より自然動態による影響が大きく，人口減少を克服し，長期的

に人口を安定させるためには，まずもって出生数を維持・増加させる必要があります。 

しかしながら，出生数の維持・増加の効果が現れるまでには 20～30年単位の期間を要することから，中

期的には，若者の地元定着や移住・定住の促進などにより社会動態をプラスにすることで，人口を維持す

ることが必要です。若者の地元定着は，自然動態へもプラスの効果をもたらします。 


